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サル類保健飼育管理施設

景山 節(施設長 ･兼)･松林清明 ･後藤俊二 ･

鈴木樹理 ･松林伸子1)･三輪宜勝2)･

熊崎消則2)･阿部政光2)･釜中座郎2)･

前田典彦2)･勝田ちひろ2)

平成9年度の施設の概要は以下のようであった｡

1) 新たなBウイルス(-)群の分離と育成を開始

した｡従来B(-)群であったニホンザル若桜群に

加えて､嵐山群､アカゲザルインド群から(-)

サルを分離し,新たに2つのB(-)群を構成した｡

新たな2群は比較的若い年齢層から構成されて

おり､繁殖が軌道に乗るまで数年かかると予想

される｡なお(+)(-)混在群として高浜群などが

残されたが､放飼場の数が限られており今回分

離は出来なかった｡今後長期的な計画で､(-)

サルの分離と育成を順次行っていくことになっ

た｡

2)平成9年12月よりサル施設の資料の公開を開

始した｡サル叛基礎データ集として､施設創設

以来の全サル個体について､学名.生年月日､

性別､体誼など10項目に放るデータを､所内ネ

ットワークを使って馬子本として公開した｡当

面は所員に対する限定公開として､輪文などに

データを利用した時はデータ鵜として引用して

もらうことを要請した｡

3)前年度に引き続き施設の改組が概算要求の重

点事項として提出された｡-名称を人類進化モデ

ル研究センターとし,教官増による研究体制の

整鯛を中心とした｡施設の発展のため早期の実

現を目指している.

4)霊長類研究所サル施設は国立大学動物実験施

･設協議会の幹事校として措動中である｡

松林消明助教授は同協は会の rイヌ､ネコ､サ

ル対策小委員会J委員長として節23回総会で経

過報告をおこなった.

5)96年度より取り組んでいた､チンパンジー…

アイ''の人工授杓に成功した｡平成10年8月に

出産の予定である｡

6)JICAの研修生として､ケニア国立霊長琉研究

所のSummuelKago氏が8月に2週間後藤俊二

助手の持主馴こより研按を行った｡

7)所内にMRIが村人され,サル診療の祐度化が

推進されることになった.

(研究概要)

A)サル類の生殖生物学的研究

松林清明

オス生殖機能の進化を生殖詑桐迫の面から検討

するため､マカクから和人特にわたる各種の精巣

微細構造の組紙学的検索を進めている｡特に精細

管と梢巣間TTとの容栢比を指標として､霊長類各

種を絹子虫産タイプとテストステロン量産タイプ

とに類別し､生存戦略との関連を見ている｡

B)実験用サル類の動物福祉の研究

松林清明

飼育下のサル類における動物福祉研究の一環と

して､環境エンリッチメントの評価を進めている｡

特に有効な索餌システムや遊具の開発およびサル

同士の同居条件について､科学的根拠のある実験

的検討を進めている.

C) サル類の苛生虫に関する研究

後藤俊二

マカク類における線虫類の感染動態を明らかに

するとともに､ ヒト肺犬糸状虫症の実験モデルの

1)教務技官 2)技官
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確立を目的として,2種のマカクを用いた感染実

験を進めている.特に慢性経過に伴う宿主反応等

の変化についての解析を行っている.また､ 野生

ニホンザルの消化管内寄生蛸虫叢の地理的分布に

ついての調査を進めている.

D) サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

昨年に引き続き､3から5歳令までのニホンザル

について縦断的手法を用いて成熟期の成長関連ホ

ルモンの分泌動態を調べた｡昨年同様,IGF-1は

雌雄ともに季節変動を示したが､年齢の若い群と

1歳上の群とでは,バターンが異なっていた｡プ

ロジェステロンの変化によって3歳の繁殖期に排

卵が示唆されたが,初妊娠は､4歳の繁殖期であ

った｡

E) サル類のストレス定量のための基礎的研究

鈴木樹理

ストレス反応時に起こる血中コーチゾルとリン

パ球サブセットの変化に注目し.コーチゾルの人

工的な投与後のリンパ球サブセットの経時変化を

調べた｡

その結果､通常のストレス反応時に変化するサブ

セットの中でも､変化するものとしないのがある

ことが明らかになった｡

く研究業法)
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